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パキスタンにおける「ダス水力発電事業」の受注に関するお知らせ 

 

当社は、重力式ダムによる水力発電事業では世界有数の規模となる「ダス水力発電事業」のコンサル

タント業務を受注し、9月19日にパスキスタン政府水利電力開発庁と契約を締結しますのでお知らせし

ます。 

 

記 

 

パキスタンでは、慢性的な電力不足という事情を抱え、首都イスラマバードをはじめ大都市におい

ても毎日 6時間程度の計画停電がなされています。 

一方、同国政府では他国に依存しない水力発電をエネルギー政策の柱の一つに据えており、今回コ

ンサルタント業務の契約に至ったダス水力発電事業は、重要な国家プロジェクトに位置づけられてい

ます。同事業で計画されている発電量 432 万 kW は、500 万 kW 程度と言われる同国の電力不足のうち 9

割程度をカバーするものです。 

なお、同事業で計画する重力式ダムの堤高は233mであり、完成すれば世界第2位の規模となります。 

 

同事業は世界銀行によるパキスタンへの融資による実施が予定されており、国際競争入札の結果、

当社を幹事とする 5社コンソーシアムが受注し、今回契約に至りました。 

当社の契約金額は約 36 億円で、2011 年から 2022 年までにダム・水力発電所の詳細設計、調達支援

および施工監理を行います。 

その他の計画施設や契約の概要は参考資料をご覧ください。 

 

現在、パキスタンには自動車メーカーなど約 50 の日本企業が進出していますが、今回の大規模・長

期的な事業が実現することは、高度な技術を有する建設・発電分野における日本企業の同国進出の足

がかりの一つになるとともに、顧客である水利電力開発庁は日本の技術力に高い信頼を寄せているこ

とから我が国インフラ技術の海外輸出の促進にも寄与するものと考えています。 

同国のエネルギー事情改善に大きく寄与する大変意義のあるダス水力発電事業に対し、当社は誠意

をもって臨むとともに、創業以来 65 年にわたり培ってきた水力発電分野における技術力を存分に発揮

し、同国の豊かさの実現に貢献すべく力を尽くします。 
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【参考】 

(ア) 施設概要 

① 流域面積 16 万 km2 （日本の総面積 37.8 万 km2 の 42%に相当） 

② 平均流量 2,080 m3/s 

③ 設計洪水量 36,600 m3/s 

④ 貯水池容量 13.9 億 m3 

⑤ ダム 堤高 233m 高(RCC)、堤長 580ｍ、堤体積 425 万 m3 

⑥ 発電方式 ダム水路式 

⑦ 発電所 地下発、54 万 kW x 8 台 = 432 万 kW（原発 4～5 基に相当） 

⑧ 発電諸元 発電流量 2,600 m3/s、総落差 200m、発生電力量 21,300 GWh 

 

(イ) 日本工営の契約概要 

① Engineering Service としてダム・水力発電所（送電線を含む）の詳細設計、調達支援およ

び施工監理 

② 日本工営を幹事とする 2 社 JV（5 社コンソーシアム） 

日本工営（幹事）およびドルサール/DOLSAR（トルコ）の JV にサブコンとしてローカ

ル 3 社（DMC＝Development & Management Consultants、NDC＝National Development 

Consultants Ltd.、PES＝Pakistan Engineering Services Ltd.）、を加えた 5 社によるコンソー

シアムであり、日本工営はプロジェクトマネジメントに加えダムおよび発電所を担当し、

ドルサール社はトンネルを担当する。 

③ 契約調印日：2011 年 9 月 19 日 

④ 契約工期は 2011 年から 2022 年まで 137 カ月 

⑤ 契約金額：日本工営分；約 36 億円（コンソーシアム全体としては約 62 億円） 

 

(ウ) 事業計画地 

カイバル・パクトゥンクア州コヒスタン県 

（インダス川本流、首都イスラマバードより北へ約 350km） 
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図 事業計画地（カイバル・パクトゥンクア州コヒスタン県） 

※インダス川本流、首都イスラマバードより北へ約 350km 

 

以上 
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